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脊椎動物の進化において、顎の獲得は最も大きなステップの一つである。顎の出
現は脊椎動物の捕食能力と適応能力を大幅に高めた。bHLH型転写因子Handは、
骨格系の中では下顎となる第一鰓弓のみに発現しているが、Handの鰓弓発生で
の標的遺伝子および機能は不明であった。 我々は、鰓弓におけるHand遺伝子改
変マウスにおいて、口蓋裂、小下顎を認め、膜性骨化の異常および骨芽細胞分
化の促進が認められることを見いだした。また、Hand2は、骨芽細胞分化に必須で
あるRunx2と下顎原基にて共発現し、Runx2とのクロストークを認めた。今回、
Handによる骨芽細胞分化の負の制御について報告し、Hand2の遺伝子進化につ
いて考察を加えたい。
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